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事業開始の経緯

在日ブラジル学校

Ø 1990年の入管法改定により、南米からの日系人が多数来日

Ø 帰国までの間の子どもたちの学びの場が生まれる

Ø 2000年代になり、ブラジル政府が「学校」として認可し始める

Ø 2021年4月現在、国内に36の認可校が存在（小学生〜高校生）

Ø ほとんどの生徒が卒業後も日本での生活を継続

Ø 正社員としての就労や大学進学は困難 → 非正規雇用、フリーター、無業者

ü 自己肯定感の低さ

ü キャリアをイメージできる情報や体験の不足

ü 希望する進路に必要な日本語力の不足

日本語教育
×

キャリア教育



事業開始の経緯

文化庁「生活者としての外国人」のための特定のニーズに対応した
日本語教育事業 地域日本語教育実践プログラム

⽇本国内の各地域に在住する外国⼈等が、⽣活していく上で必要となる

⽇本語能⼒を⾝に付け、⽇本語で意思疎通を図り、⽣活できるような

枠組みを構築するため、ＮＰＯ法⼈等が⾏う「特定のニーズ」に着⽬した

先進的な取組を⽀援すること

＊旧名「⽣活者としての外国⼈」のための⽇本語教育事業

事業目的

令和３（2021）〜令和５（2023）年度 採択



事業概要

【 取 組 】 １ 運営委員会

２ 卒業後のキャリア形成に向けた日本語教育プログラム

３ 在日ブラジル学校と地域社会とのネットワーク構築

４ 在日ブラジル学校における日本語教育担当者との共同実践研究 NEW

【協力団体】



【取組２】卒業後のキャリア形成に向けた日本語教育プログラム

【目標】

• 在日ブラジル学校在籍者が、卒業後の自身のキャリア（進路・進学等）を描けていること
• 希望するキャリアに近づくための日本語コミュニケーション力等を備えていること

【内容】

＊生活日本語及びキャリア教育としての日本語の習得（日本語教育の参照枠 A2〜B1レベル）

【大分類】
Ⅰ健康・安全に暮らす，Ⅲ消費活動を行う， Ⅳ目的地に移動する， Ⅶ人とかかわる
Ⅷ社会の一員となる， Ⅸ自身を豊かにする， Ⅹ情報を収集・発信する

【中分類】

02 安全を守る， 05 災害に備え、対応する， 05 物品購入・サービスを利用する， 07 公共交通
機関を利用する，14 他者との関係を円滑にする， 15 地域・社会のルール・マナーを守る， 20 余
暇を楽しむ， 21 通信する

【小分類】

（04）事故に備え，対応する， （05）災害に備え，対応する， （08）物品購入・サービスを利用する
（10）電車，バス，飛行機，船等を利用する， （31）人と付き合う， （34）住民としてのマナーを守る
（44）余暇を楽しむ， （46）インターネットを利用する

【対象】

エスコーラ・ネクター在校生及び卒業生（中等課程以上） 11名



【取組２】卒業後のキャリア形成に向けた日本語教育プログラム

【受講料】

無料

【期間】

３〜６か月

【場所】

エスコーラ・ネクター（豊田市）

【指導者・講師

コーディネーター １名
日本語講師 １,２名
補助者（通訳等） ２名

【時間数】

計６０〜１００時間程度

【教材】

国際交流基金『いろどり』＋「つなひろ」、自作教材等



授業風景

【取組２】卒業後のキャリア形成に向けた日本語教育プログラム



ゲスト講義（豊田市役所）

【取組２】卒業後のキャリア形成に向けた日本語教育プログラム



【取組２】卒業後のキャリア形成に向けた日本語教育プログラム

ゲスト講義（Man to Man株式会社）



【取組２】卒業後のキャリア形成に向けた日本語教育プログラム

大学訪問（日本福祉大学）



【取組２】卒業後のキャリア形成に向けた日本語教育プログラム

大学訪問（名古屋外国語大学）



【取組３】在日ブラジル学校と地域社会とのネットワーク構築

自治体、企業、大学等と、今後の連携に向けた意見交換を継続中



【取組４】在日ブラジル学校における日本語教育担当者との共同実践研究

• エスコーラ・ネクター（愛知県豊田市）
• イーエーエス碧南校（愛知県碧南市）
• HIRO学園（岐阜県大垣市）

• サンタナ学園（滋賀県愛荘町）

各学校を訪問し、日本語の
授業見学と意見交換



おわりに

今後も日本で育っていく

外国人学校の子どもたちにも、

公的な、質の高い日本語教育の

機会を提供してください！

（参考）これまでの取組をブログでご紹介しています。




